
新
島
学
園
三
十
年
の
歩
み

新
島
学
園
は
本
年
創
立
三
十
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。

創
立
さ
れ
九
の
は
昭
和
二
十
二
年
五
月
五
日
で
あ
り
ま
す
が
、
都
合
に
よ

り
、
来
る
十
一
月
十
一
日
(
金
)
に
爵
市
の
群
馬
音
楽
セ
ン
タ
ー
で
黒

式
典
を
挙
行
い
た
し
ま
す
。

さ
て
、
安
中
市
は
上
州
の
西
部
に
在
り
、
人
口
約
四
万
三
千
で
県
下
最
小

の
市
で
あ
り
ま
す
上
州
も
東
と
西
と
で
は
気
風
も
異
な
る
点
が
あ
り
、
東

上
州
で
は
桐
、
伊
勢
崎
方
面
を
中
心
に
、
織
物
そ
の
他
の
産
業
が
盛
ん
で

活
気
が
あ
り
ま
す
が
、
西
上
州
は
ま
を
っ
た
面
が
あ
り
、
文
化
、
精
神
、

教
育
な
ど
比
岐
的
地
味
な
方
面
に
関
心
が
あ
る
よ
う
で
す
。
明
治
以
来
キ

リ
ス
ト
教
界
で
は
新
最
、
内
村
鑑
三
、
柏
木
義
円
、
住
谷
天
来
な
ど
優
れ

た
指
導
者
が
出
て
お
り
ま
す
。
画
壇
で
号
浅
一
郎
、
山
口
燕
、
福
沢
一
郎

等
が
名
を
成
し
て
い
ま
す
。
上
州
で
は
俗
に
安
中
教
員
、
館
熊
査
な
ど
と

尚
わ
れ
て
、
安
中
か
ら
多
く
の
優
れ
た
教
育
者
が
出
て
い
ま
す
が
、
京
都
大

学
元
総
長
荒
木
寅
三
郎
氏
も
そ
の
一
人
で
あ
り
ま
す
。
い
ろ
い
ろ
な
原
因
も

そ
の
同
志
社
と
の
関
わ
りあ

り
ま
し
ょ
う
が
、
何
と
.
園
っ
て
も
明
治
禦
明
期
に
お
け
る
卓
越
し
た
教
育

者
新
島
襄
先
生
の
偉
大
な
感
化
が
あ
っ
た
こ
と
を
思
う
の
で
あ
り
ま
す
。

新
島
先
生
は
、
安
中
板
倉
藩
の
江
戸
屋
敷
で
生
ま
れ
ま
し
た
が
、
新
島
家

C
う

は
も
と
も
と
安
中
の
郷
原
に
在
り
、
祖
父
辯
治
翁
の
時
板
倉
勝
明
に
仕
え
て

安
中
に
出
て
来
た
わ
け
で
す
。
一
家
は
新
島
先
生
の
在
米
中
、
利
根
川
の
水

ぐ
う

路
に
よ
り
再
び
安
中
へ
帰
り
ま
し
た
。
一
時
妙
光
院
に
仮
寓
し
ま
し
九
が
、

ま
も
な
く
新
屋
敷
に
移
り
ま
し
た
翁
も
令
弟
雙
六
氏
も
先
生
の
帰
朝
を
待

た
ず
し
て
亡
く
な
り
、
妙
光
院
に
葬
ら
れ
ま
し
た
。
墓
域
が
少
し
荒
れ
て
い

ま
し
た
が
、
昭
和
四
十
八
年
秋
、
斎
藤
理
事
長
と
服
部
庶
務
部
長
が
来
安
さ

れ
、
墓
域
の
改
装
を
原
市
の
広
神
石
材
店
主
面
志
社
良
心
碑
の
刻
字
き
に
託

さ
れ
て
、
希
し
、
標
識
の
揮
毫
は
住
谷
前
総
長
に
依
頼
し
、
「
新
島
襄
先

生
祖
父
と
令
弟
之
墓
所
」
玉
設
い
た
し
ま
し
た
。
昭
和
四
十
九
年
十
二
月

二
十
日
に
住
谷
前
総
長
が
来
ら
れ
て
、
安
中
市
長
教
育
長
井
殿
牧
師
、

加
藤
妙
光
怪
職
、
新
島
学
園
聖
歌
隊
と
教
師
の
有
志
、
安
中
教
会
員
、
安

岩
井
文
男
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中
在
任
同
志
社
人
、
田
中
省
三
氏
等
多
数
参
列
し
て
黒
す
べ
き
除
幕
式
を

行
い
ま
し
た
。
そ
の
時
の
祈
繭
式
文
は
「
同
志
社
時
報
」
五
十
四
号
に
掲
載

さ
れ
て
い
ま
す
。

新
島
先
生
ご
家
族
の
僅
ん
で
お
ら
れ
た
家
は
、
久
し
く
他
人
の
手
に
渡
っ

て
い
ま
し
た
が
、
保
存
会
が
買
い
取
り
、
現
在
は
安
中
市
教
育
委
員
会
に
よ

り
史
蹟
と
し
て
保
存
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
境
内
に
は
湯
浅
半
月
の
撰
文

で
新
島
先
生
の
記
念
碑
が
あ
り
、
ま
た
半
月
の
「
十
二
の
石
塚
L
 
の
碑
も
あ

り
ま
す
。

さ
て
、
明
治
七
年
十
一
月
二
十
八
日
夜
新
馳
生
は
、
函
館
悦
出
以
来

は
じ
め
て
安
中
の
地
を
踏
ま
れ
ま
し
た
。
そ
の
夜
は
山
田
屋
旅
館
へ
一
泊
、

人
を
し
て
連
絡
の
上
、
翌
二
十
九
日
の
朝
両
親
の
佳
む
新
屋
敷
を
訪
れ
ま
し

た
。
実
延
卜
年
ぷ
り
の
涙
の
対
面
で
あ
り
ま
し
た
。
理
十
二
月
に
は
湯
溶

郎
ら
の
尽
力
で
、
市
内
の
竜
昌
寺
を
会
場
と
し
て
新
島
先
生
知
朝
演
説
会
を

開
き
ま
し
た
。
安
中
は
も
と
よ
り
、
前
橋
、
高
崎
、
そ
の
他
の
方
而
か
ら
お

よ
そ
三
百
余
名
の
聴
衆
が
集
ま
り
ま
し
た
。
そ
の
時
の
演
説
の
内
容
は
知
る

よ
し
も
あ
り
ま
せ
ん
が
、
恐
ら
く
先
生
は
、
そ
の
中
で
、
日
本
に
キ
リ
ス
ト

教
主
義
大
学
を
設
立
す
る
と
の
抱
負
を
、
直
接
に
か
問
接
に
か
述
べ
ら
れ
た

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
0
 
同
志
社
(
も
ち
ろ
ん
そ
の
時
同
志
社
の
具
体
名
は
あ
り

ま
せ
ん
が
)
設
立
の
第
一
声
が
安
中
の
地
で
あ
げ
ら
れ
た
と
も
推
測
さ
れ
る
の

で
あ
り
ま
す
。

湯
浅
治
郎
は
、
当
時
郷
党
の
ホ
ー
プ
で
あ
り
ま
し
九
。
後
に
県
会
議
長
と

な
り
、
同
志
と
共
に
円
本
最
初
の
廃
娼
県
を
作
っ
た
人
で
、
こ
の
仕
事
は
、

英
国
の
そ
れ
に
先
だ
つ
こ
と
実
に
十
五
年
で
あ
り
ま
す
。
国
会
開
設
と
同
時

に
第
一
回
論
驫
員
に
選
ば
れ
ま
し
九
。
当
時
経
済
通
の
議
員
は
き
わ
め
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廿

明
治
二
十

、

、

三
年
、
新
島

'

'

'

ず

先
生
の
亡
き

J
1
一
1

'
 
J
-
、
ー
ー

あ
と
の
同
志

社
の
財
政
を

剛

1
帷
上
,
・

い
た
く
憂
え

、
゛
゛

徐
レ
一
1

た
氏
は
、
政

r
小
"
"

'
"
ー

界
か
ら
は
強

・
賀3

J

く
惜
し
ま
れ

.

つ
つ
も
議
員

生
活
を
打
ち

切
り
、
家
族

と
と
も
に
居
を
京
都
に
移
し
て
、
以
後
実
に
二
十
余
年
の
間
同
志
社
に
献
身

的
奉
仕
を
さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
以
来
、
湯
浅
家
は
同
志
社
と
一
そ
う
深
い
関

係
を
も
つ
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
湯
浅
吉
郎
は
神
学
の
教
授
と
し
て
同
志
社

に
教
鞭
を
と
り
、
湯
浅
八
郎
は
戦
前
戦
後
を
通
じ
て
二
回
に
わ
た
り
総
長
に

就
任
し
、
特
に
戦
前
に
は
同
志
社
の
歴
史
の
な
か
で
も
最
も
苦
難
の
責
任
を

゛

て
少
な
く
、

こ
の
方
面
で

の
氏
の
活
躍

に
は
め
ざ
ま

し
い
も
の
が

あ
り
ま
し

青

室

担
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
関
係
を
縁
戚
に
ま
で
広
げ
る
な
ら
ぱ
、
徳
富
蘇
峰
や

芦
花
、
大
工
原
元
総
長
も
お
り
ま
す
。

*

さ
て
安
中
と
伺
志
社
と
を
考
え
る
場
合
に
、
安
中
教
会
に
つ
い
て
記
さ
ね

ぱ
な
り
ま
せ
ん
。
明
治
十
年
の
夏
、
熊
本
バ
ン
ド
の
学
生
九
ち
は
、
そ
れ
ぞ

れ
各
方
面
の
夏
期
伝
道
に
出
発
し
ま
し
た
。
海
老
名
弾
生
は
、
独
り
勉
学
の

た
め
居
残
っ
て
い
ま
し
た
が
、
安
中
教
会
か
ら
夏
期
伝
道
の
器
が
あ
り
、

新
島
先
生
の
強
い
依
頼
も
あ
っ
て
、
つ
い
に
安
中
へ
来
ら
れ
ま
し
た
。
さ
ら

に
翌
十
一
年
二
月
に
は
安
中
方
面
の
伝
道
上
の
需
が
あ
っ
て
、
ふ
突
び

新
島
先
生
の
依
頼
を
受
け
、
学
業
半
ぱ
で
ま
た
安
中
へ
来
ら
れ
た
の
で
あ
り

ま
す
。そ

の
年
の
三
月
三
十
日
に
は
、
新
島
先
生
の
上
京
を
機
に
、
お
い
で
を
願

湯
浅
治
郎
の
便
覧
舎
(
図
霄
館
蔵
番
三
千
冊
)
に
お
い
て
三
十
余
名
の
洗
礼

)
、

し式
と
安
中
教
会
設
立
式
と
を
行
い
ま
し
九
。
海
老
名
弾
正
は
、
翌
十
二
年
六

へ
い

月
同
志
社
卒
業
と
伺
時
に
安
中
教
会
牧
師
と
し
て
招
聰
を
受
け
、
正
式
に
赴

任
し
た
の
で
す
。
海
老
名
弾
正
の
、
安
中
を
中
心
と
し
九
上
州
伝
道
は
、
日

本
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
史
上
に
も
ま
れ
に
見
る
す
ば
ら
し
い
実
蹟
を
残
し
て
お

り
ま
す
。
安
中
教
会
歴
代
牧
師
の
中
で
も
最
も
長
期
に
在
任
さ
れ
た
の
は
、

柏
木
義
円
、
次
い
で
江
川
栄
で
あ
り
ま
す
。

新
島
学
園
の
創
立
式
は
、
昭
和
二
十
二
年
五
月
五
日
に
安
中
教
会
堂
で
、

湯
浅
治
郎
の
孫
正
次
(
現
安
中
市
長
。
昭
和
四
十
六
年
四
月
三
十
日
就
任
、
現
在
に
至

色
を
中
心
に
、
湯
浅
家
の
家
族
、
親
戚
、
県
下
諸
教
会
代
表
、
県
当
局
、

来
賓
参
列
の
も
と
に
厳
か
に
挙
行
さ
れ
ま
し
九
。
理
事
長
お
よ
び
初
代
校
長

に
は
禽
八
郎
就
任
(
校
長
事
務
取
扱
は
江
川
栄
)
。
湯
浅
八
郎
の
理
事
長
は
現
在

、、L
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に
至
っ
て
お
り
ま
す
。

第
二
代
校
長
は
柏
木
隼
雄
就
任
稲
木
義
円
長
男
)
。
柏
木
校
長
は
、
就
任
十

年
余
に
し
て
惜
し
く
も
病
の
た
め
に
辞
任
さ
れ
ま
し
た
。
当
時
私
は
同
志
社

に
在
職
中
で
あ
り
ま
し
た
が
、
招
き
を
受
け
、
昭
和
三
十
六
年
八
月
に
第
三

代
校
長
と
し

右
か
ら
理
事
長
湯
浅
八
郎
氏

校
長
岩
井
文
男
氏

て
勍
任
い
た

設
立
者
・
現
安
中
市
長

し
ま
し
た
0

湯
浅
正
次
氏

顧
み
れ
ぱ

(
新
学
園
玄
関
に
て
)

学
園
の
創
立

当
時
は
、
敗

戦
直
後
で
、

1

国
民
一
般
は

虚
脱
状
態
に

あ
り
ま
し

た
。
こ
の
状

況
の
中
で
、

湯
浅
正
次
が

新
島
学
園
の

創
設
に
当
た

つ
た
こ
と

は
、
大
き
な

意
義
が
あ

り
ま
す
。
氏

は
、
郷
土
の

74

青
年
の
前
途
に
思
い
を
馳
せ
、
こ
の
若
人
た
ち
の
た
め
に
は
、
新
島
先
生
の

し

教
育
精
神
に
よ
る
学
校
を
設
立
し
て
こ
れ
を
育
成
す
る
に
如
か
ず
と
考
え
ま

し
た
。

新
島
先
生
は
、
申
す
ま
で
も
な
く
明
治
の
先
覚
者
、
教
育
史
上
の
巨
星
で

あ
り
ま
す
。
特
に
愛
弟
子
柏
木
義
円
の
理
解
を
も
っ
て
す
れ
ぱ
、
そ
の
本
領

は
一
人
の
人
間
の
尊
厳
に
深
く
思
い
を
致
し
、
そ
の
尊
厳
を
発
揮
実
現
さ
せ

る
た
め
に
真
正
の
自
由
を
主
張
さ
れ
た
、
チ
ャ
ン
。
ヒ
オ
ン
で
あ
る
と
し
て
い

ま
す
。
湯
浅
正
次
が
こ
の
先
生
の
精
神
に
立
脚
し
て
、
新
島
学
園
を
興
し
、

若
人
の
行
く
手
に
光
明
と
力
を
与
え
よ
う
と
の
発
想
と
実
践
と
は
、
真
に
す

ぱ
ら
し
い
こ
と
で
あ
り
ま
し
九
。

じ爾
来
、
学
園
は
新
島
先
生
の
教
育
理
想
を
理
想
と
し
て
、
こ
れ
を
現
代
に

た
ざ

生
か
す
べ
く
、
関
係
者
一
同
苦
心
の
歴
史
を
辿
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
最
初

は
男
子
校
で
し
た
が
、
昭
和
四
十
三
年
に
共
学
制
を
採
用
、
三
分
の
一
が
女

子
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
中
学
、
高
校
の
一
貫
教
育
を
行
い
、
・
高
校
は
新
島

中
学
か
ら
ニ
ク
ラ
ス
、
他
中
学
か
ら
ニ
ク
ラ
ス
の
人
数
を
採
用
し
て
、
四
ク

ラ
ス
編
成
と
な
っ
て
い
ま
す
。
志
望
者
は
中
学
、
」
局
校
と
も
に
増
加
し
て
い

ま
す
が
、
キ
リ
ス
ト
教
主
義
教
育
の
濃
度
を
維
持
す
る
た
め
、
規
模
の
拡
大

を
避
け
て
き
ま
し
た
。
従
っ
て
私
学
の
負
う
べ
き
教
育
と
経
営
の
矛
盾
は
、

つ
ぷ
さ
に
経
験
し
て
ま
い
り
ま
し
九
が
、
幸
い
に
昨
今
よ
う
や
く
私
学
に
対

す
る
識
者
の
鸞
も
深
ま
り
、
国
や
県
の
助
成
も
逐
年
増
加
さ
れ
つ
つ
ぁ
り

ま
す
。
現
在
は
、
真
の
教
育
の
姿
を
ひ
た
す
ら
追
い
求
め
つ
つ
、
理
事
、
教こ

立

師
、
生
徒
、
父
兄
、
同
窓
生
一
体
の
も
と
に
、
い
よ
い
よ
社
会
の
付
託
に
応

え
て
行
き
た
い
と
努
力
し
て
お
り
ま
す
。

同
志
社
と
新
島
と
の
現
在
の
関
係
に
つ
い
て
一
一
言
す
れ
は
、
今
か
ら
十
年

は
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前
に
、
同
志
社
香
里
高
校
の
西
邨
教
諭
と
新
島
の
肥
後
教
諭
の
出
会
い
に
始

ま
り
、
香
里
の
オ
ル
フ
ォ
イ
ス
・
ク
ワ
イ
ヤ
ー
と
新
島
の
聖
歌
隊
と
が
「
う

た
う
会
」
の
交
歓
会
を
作
り
、
隔
年
ご
と
に
群
馬
音
楽
セ
ン
タ
ー
と
伺
志
社

栄
光
館
を
会
場
と
し
て
交
歓
を
続
け
て
ま
い
り
ま
し
た
。
第
一
回
は
昭
和
四

十
六
年
五
月
群
馬
で
、
本
年
は
第
四
回
を
京
都
で
開
き
ま
し
た
。
こ
の
蔭
に

は
香
里
高
校
萩
原
俊
彦
教
諭
ら
の
尽
力
を
は
じ
め
、
同
志
社
女
子
高
の
助

カ
、
住
谷
前
総
長
を
は
じ
め
郷
土
出
身
関
係
の
教
授
方
、
新
島
学
園
卒
業
生

等
の
協
力
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

な
お
ま
た
同
志
社
大
学
の
、
神
、
文
、
法
、
経
、
商
、
工
の
六
学
部
に
お

い
て
、
さ
ら
に
同
志
社
女
子
大
学
の
学
芸
、
家
政
の
二
学
部
に
お
い
て
、
本

学
園
か
ら
の
推
蔦
入
学
を
許
可
さ
れ
、
現
在
多
数
の
学
生
が
在
学
し
て
お
り

ま
す
。
こ
の
八
月
十
日
に
は
同
大
グ
リ
ー
ク
ラ
ブ
を
群
馬
音
楽
セ
ン
タ
ー
に

迎
え
て
、
約
千
二
百
余
名
の
人
々
が
集
ま
り
ま
し
た
。
当
夜
の
出
場
者
中
に

は
新
鳥
学
園
の
出
身
者
も
加
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

会
は
、
多
数
県
民
に
迎
え
ら
れ
大
成
功
で
し
た
が
、
こ
の
た
め
に
群
馬
県

人
会
の
蔭
の
活
躍
は
目
ざ
ま
し
い
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。
私
は
、
当
夜
こ
の

会
に
出
席
し
て
、
こ
れ
ほ
ど
同
志
社
と
新
島
と
の
連
な
り
を
身
近
に
感
じ
た

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
新
島
学
園
か
ら
同
志
社
に
学
ん
で
い
る
諸
兄

姉
は
、
中
学
か
ら
数
え
れ
ぱ
実
に
十
年
問
に
わ
た
っ
て
新
島
先
生
の
話
を
耳

に
し
、
そ
の
精
神
で
全
身
が
染
め
ぬ
か
れ
て
い
る
と
言
っ
て
も
よ
い
で
し
ょ

う
。
こ
れ
ら
の
諸
君
が
新
時
代
の
日
本
と
世
界
に
出
て
行
き
、
そ
れ
ぞ
れ
の

天
分
を
生
か
し
て
活
躍
し
て
く
れ
る
な
ら
ぱ
、
何
と
す
ぱ
ら
し
い
こ
と
で
は

あ
る
ま
い
か
。
自
愛
自
重
を
祈
っ
て
や
み
ま
せ
ん
。

さ
て
、
創
立
三
十
周
年
の
記
念
事
業
と
し
て
は
、
P
T
A
に
よ
り
格
技
場

の
建
設
、
同
窓
生
に
よ
る
新
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
の
拡
充
整
備
。
学
園
と
し
て
は

三
十
年
史
の
作
成
、
そ
の
他
の
事
業
が
着
々
進
行
中
で
あ
り
ま
す
。

式
典
の
記
念
品
に
つ
い
て
は
、
特
に
同
志
社
本
部
の
園
部
部
長
や
大
原
課

長
の
お
世
話
に
な
り
、
新
島
先
生
の
「
真
理
似
寒
梅
敢
伎
風
暫
開
」
の
軸
を

作
り
ま
し
た
。

学
園
関
係
者
は
、
三
十
周
年
記
念
式
を
機
会
に
、
さ
ら
に
思
い
を
新
た
に

し
て
、
い
よ
い
よ
学
園
教
育
の
真
の
姿
を
追
い
、
こ
の
時
代
を
担
う
に
足
る

若
人
育
成
の
使
命
達
成
に
努
め
た
い
と
、
祈
り
を
深
く
し
て
い
ま
す
。
安
中

の
地
に
は
、
新
島
先
生
の
愛
弟
子
と
し
て
、
非
戦
の
筆
と
救
霊
の
わ
ざ
に
そ

の
生
涯
を
燃
焼
し
つ
く
し
、
眠
れ
ど
も
今
な
お
生
き
て
語
り
つ
づ
け
る
柏
木

義
円
と
、
そ
し
て
神
学
に
、
詩
に
、
音
楽
に
、
絵
に
、
多
彩
な
才
能
を
発
揮

し
た
同
志
社
人
、
半
月
湯
浅
吉
郎
と
が
骨
を
埋
め
て
お
り
ま
す
。

し
つ

静
か
に
耳
を
澄
ま
せ
ぱ
、
い
ず
こ
か
ら
と
も
な
く
同
志
社
先
人
た
ち
の
叱

た
か
す

陀
激
励
の
声
が
耳
を
掠
め
て
聞
こ
え
て
く
る
よ
う
で
す
。
や
は
り
安
中
に
は

同
志
社
人
の
香
り
が
漂
う
て
い
ま
す
。
同
志
社
へ
も
ま
た
、
安
中
か
ら
の
良

き
香
り
を
送
り
た
い
も
の
と
念
じ
て
い
ま
す
。

昭
和
五
十
二
年
九
月
二
十
三
日

(
新
島
学
園
中
学
・
高
等
学
校
長
)
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